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歴
史
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

歴
史
認
識
の
定
義
如
何
。

二

歴
史
的
な
事
象
に
対
す
る
評
価
は
、
歴
史
認
識
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
。

三

外
務
省
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
二
年
九
月
八
日
、
中
華
人
民
共
和
国
北
京
市
を
訪
問
し
た
川
口
順
子
外

務
大
臣
（
当
時
）
（
以
下
、
「
川
口
外
相
」
と
い
う
。
）
が
、
江
沢
民
中
国
国
家
主
席
（
当
時
）
に
対
し
て
、

「
日
中
国
交
正
常
化
三
十
周
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
二
年
、
招
待
を
受
け
訪
中
で
き
嬉
し
い
。
『
歴
史
を
鑑
と
し
て
、
未
来

に
向
か
う
』
と
の
共
通
認
識
に
基
づ
き
、
こ
れ
か
ら
の
日
中
関
係
を
深
め
、
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
、
自
分
と
し
て
も
努
力

し
た
い
。
国
交
正
常
化
三
十
周
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
二
年
に
は
、
様
々
な
交
流
、
例
え
ば
、
一
万
人
の
訪
中
、
経
済
界
各
層

で
の
交
流
等
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
両
国
国
民
各
層
の
間
で
関
係
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
」

と
述
べ
た
が
、
こ
の
発
言
は
政
府
の
公
式
の
立
場
を
表
明
し
た
も
の
か
。

四

外
務
省
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
二
年
九
月
八
日
、
中
華
人
民
共
和
国
北
京
市
を
訪
問
し
た
「
川
口
外

相
」
が
、
唐
家
セ
ン
中
国
外
交
部
長
（
当
時
）
に
対
し
て
、

一



「
日
中
国
交
正
常
化
三
十
周
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
二
年
、
招
待
を
受
け
訪
中
で
き
嬉
し
い
。
今
後
の
日
中
関
係
を
深
く
広

く
し
て
い
く
た
め
に
、
前
向
き
な
話
合
い
を
行
い
た
い
。
『
歴
史
を
鑑
と
し
て
未
来
に
向
か
う
』
と
の
共
通
の
認
識
に
立

ち
、
『
平
和
と
発
展
の
た
め
の
友
好
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
』
に
基
づ
く
幅
広
い
日
中
協
力
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
自

分
は
、
日
中
間
で
人
と
人
と
の
関
係
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
国
交
正
常
化
三
十
周
年
に
あ
た
る
二

〇
〇
二
年
、
具
体
的
に
は
、
第
一
に
一
万
人
の
訪
中
、
第
二
に
十
月
の
『
日
中
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
、
第
三
に
十
月
の
中
央
党
校

訪
中
団
、
第
四
に
青
少
年
交
流
を
押
し
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
先
週
、
中
国
か
ら
日
本
へ
の
留
学
生
を
支
援
す
る
無
償

資
金
協
力
に
関
し
Ｅ
／
Ｎ
を
署
名
し
た
。
こ
う
し
た
交
流
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
」
（
※
Ｅ
／
Ｎ
は
交
換
公
文
を

表
す
。
）

と
述
べ
た
が
、
こ
の
発
言
は
政
府
の
公
式
の
立
場
を
表
明
し
た
も
の
か
。

五

三
、
四
で
「
川
口
外
相
」
が
述
べ
た
「
歴
史
を
鑑
に
し
て
、
未
来
に
向
か
う
」
と
は
具
体
的
に
何
を
意
味
し
て
い
る
か
。

六

「
川
口
外
相
」
は
、
歴
史
的
事
象
に
対
す
る
評
価
と
し
て
、
「
歴
史
を
鑑
に
し
て
、
未
来
に
向
か
う
」
と
述
べ
た
と
解
し

て
よ
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


